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平成24年９月度 月次概況（速報）に関するお知らせ 
 

平成 24 年９月度の当社の月次概況を下記のとおりお知らせいたします。なお、営業収益及び預り資産残高は速報

値であるため、決算発表時の数値と異なる場合があります。 
 

記 
 

 
平成24年３月期 

平成23年 平成24年 
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

営業収益 
（単位：百万円） 

230 231 200 204 321 225 220 195 129 147 228 287

顧客口座数 
（単位：口座） 

34,182 35,139 36,017 37,000 36,419 37,278 37,889 38,791 39,566 40,531 41,423 42,328

預り資産残高 
（単位：百万円） 

22,955 23,962 25,025 26,296 27,996 28,212 28,598 29,125 29,671 30,260 30,641 31,279

 

 
平成25年３月期 

平成24年 平成25年 
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

営業収益 
（単位：百万円） 

238 235 272 196 174 208   

顧客口座数 
（単位：口座） 

43,302 43,975 44,746 45,489 46,226 47,459   

預り資産残高 
（単位：百万円） 

32,502 34,282 35,154 36,010 36,428 37,170   

(注) １．営業収益は各月毎の実績数値であります。 

   ２．顧客口座数及び預り資産残高は各月末時点の口座数及び残高であります。 

   ３．平成23年７月度から８月度の顧客口座数の減少は、「Ｍ２ＪＦＸ」リリースに伴うアカウント統合によるものです。 

 

【９月度の概況】 

 78 円台で始まった米ドルは、米雇用指標の改善見込みから一時 79 円台を示現したものの、実際は予想を下回り、

かつ、米国債の格付け引下げの思惑から78円台をも割りこみ、米ＦＯＭＣでＱＥ３が発表され77円台前半の安値近

辺まで下落しましたが、日銀政策決定会合にて金融緩和策が発表されると高値近辺の 79 円台前半まで急伸、その後

は中国、米国、欧州の経済指標の悪化からジリ安の展開で推移すると77円台後半まで下落して越月いたしました。 

当社において、今までの地道な広報/PR 活動が徐々に実を結び、マスメディアから注目していただく機会が増え、

８月後半以降には新聞や雑誌等に記事を取り上げて頂くことが多くなったこと等も奏功し、顧客口座数については前

月度から1,233 件増加し、47,459 口座（前年同月比27.3％増、前月比2.7％増）となりました。預り資産残高は、

当月度も既存顧客からの追加運用資金の預託が堅調なこともあり、37,170百万円（前年同月比31.7％増、前月比2.0％

増）と、引き続き創業来の残高を更新すると同時に残高更新継続を33 ヶ月連続まで伸ばしました。営業収益に関し

ては、前月度と比べると月を通してのボラティリティがやや改善いたしましたが、まだまだ低ボラティリティの領域

から脱していないことが影響し、208百万円（前年同月比7.3％減、前月比19.9％増）となりました。 

以  上 

 
平成24年10月11日 


